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Records of 16 fish species from off Cape Shionomisaki, Wakayama Prefecture, 

Japan, including a northernmost record. 

Ryo Onishi, Yuumi Sakuma, Koichi Nakamura and Toru Yoshida. 

バラハナダイ 
Odontanthias katayamai (Randall, Maugé & Plessis, 1979) 

本種に紫外線ライトを照射すると体が蛍光し、非常に美しい。 
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はじめに 

串本海中公園センターでは 1970 年の開設以降、

和歌山県串本町の魚類相について50年以上にわた

り継続的に調査・研究を行っており、これまでにマ

リンパビリオンで報告された魚類の総種数は

1,000 種を超える（福田・御前，1992a,b；福田・小

寺，2019；大西，2024）。しかし、報告された魚類

の大部分は浅海性魚類であり、これは潜水採集、海

中展望塔での目視観察、定置網漁、エビ刺網漁など

の浅海域を対象とした手法により得られた種が多

数を占めているためである。一方で、串本沖には潮

岬海底谷をはじめとする広大な深海域が広がって

おり、多種多様な深海性魚類が生息していると考

えられる。しかし、これまで同センターにおいて水

深 100 m 以深の魚類を対象とした体系的な調査は

行われてこなかった。そこで、2025 年から串本沖

の水深 100–200 m 付近に生息する魚類を対象に採

集および展示、ならびに同町の魚類相の解明を目

的とした調査を行っている（大西，2025）。 

本報告では、2025 年に串本沖で採集された魚類

16 種について報告する。なお、今回得られた魚類

のうち、アヤメイズハナダイ Plectranthias maekawa 

Wada, Senou & Motomura, 2018 およびキオビイズ

ハナダイ P. sheni Chen & Shao, 2002 は和歌山県か

らの初記録となる。さらにアヤメイズハナダイは

本種の本州初記録であり、分布の北限を更新する

記録となるため、ここに報告する。 

 

材料と方法 

本調査の採集方法については大西（2025）を参照

されたい。採集は 2025 年 3月から 4 月にかけて、

串本町潮岬沖（水深 110–220 m）で 5 日間行った。

採集された個体は、クーラーボックスまたは船内

の生簀にて保管し、研究室に持ち帰り生鮮時の写

真撮影を行なった。撮影後、10%海水ホルマリンで

固定・保存した。計数・計測方法は中坊・中山（2013）

にしたがった。計測はデジタルノギスを用いて

0.01 mm の単位で行い、小数第 2 位は四捨五入し

た。各種の同定は主として中坊（2013）にしたがっ

たが、アヤメイズハナダイは Wada et al. (2018)と和

田ほか（2020）、キオビイズハナダイは Chen and 

Shao (2002)と藤原ほか（2017，2019）、ゲッコウス

ズメダイ Chromis tingting Tea, Gill & Senou, 2019 は

Tea et al. (2019)にそれぞれしたがった。本報告にお

ける各種の掲載順と科、学名、および標準和名は本

村（2026）にしたがった。本報告に用いた標本は串

本海中公園センター（KMPC）に保管されている。  

 

和歌山県潮岬沖から得られた魚類 16 種 

ヒメ科 Aulopidae 

ヒメ Hime japonica (Günther, 1877) 

（図 1A） 

標本 KMPC-102432F、体長 176.5 mm、和歌山県 

潮岬沖、水深 120 m、2025年 4 月 12 日、釣り、 

中村公一。 

 

フサカサゴ科 Scorpaenidae 

ヒオドシ Pontinus macrocephalus (Sauvage, 1882) 

（図 1B） 

標本 2 標本：KMPC-102401F、体長 220.2 mm、 

KMPC-102415F、体長 214.9 mm、和歌山県潮岬沖、 

水深 210 m、2025 年 3 月 18日、釣り、大西 遼。 

 

アヤメカサゴ Sebastiscus albofasciatus (Lacepède,  

1802)（図 1C） 

標本 KMPC-102398F、体長 98.7 mm、和歌山県潮 

岬沖、水深 120 m、2025 年 3 月 1 日、釣り、佐久 

間夢実；KMPC-102414F、体長 217.0 mm、和歌山 

県潮岬沖、水深 140 m、2025 年 3 月 18 日、釣り、 

大西 遼。 

 

ハナスズキ科 Liopropomatidae 

ルリハタ Aulacocephalus temminckii Bleeker, 1855 

（図 1D） 

標本 KMPC-102407F、体長 228.3 mm、和歌山県 

潮岬沖、水深 130 m、2025年 3 月 1 日、釣り、佐 

久間夢実。 

 

ハナダイ科 Anthiadidae 

アカイサキ Caprodon schlegelii (Günther, 1859) 

（図 1E） 

標本 KMPC-102426F、体長 229.1 mm、和歌山県 

潮岬沖、水深 120 m、2025年 4 月 12 日、釣り、 

大西 遼。 

 

バラハナダイ Odontanthias katayamai (Randall,  

Maugé & Plessis, 1979)（図 1F） 

標本 KMPC-102397F、体長 95.4 mm、和歌山県潮 

岬沖、水深 120 m、2025 年 3 月 1 日、釣り、三寺 

紘矢；4 標本：KMPC-102403F、体長 114.3 mm、 

KMPC-102411F、体長 114.6 mm、KMPC-102416F、 

体長 82.3 mm、 KMPC-102417F、体長 81.4 mm、 

和歌山県潮岬沖、水深 120–130 m、2025 年 3 月 18 

日、釣り、大西 遼；KMPC-102419F、体長 108.1  

mm、和歌山県潮岬沖、水深 130 m、2025 年 4 月 11

日、釣り、大西 遼；KMPC-102421F、体長 99.5 mm

和歌山県潮岬沖、水深 130 m、2025 年 4 月 11 日、

釣り、大西 遼。 

 

イッテンサクラダイ Odontanthias unimaculatus  

(Tanaka, 1917)（図 1G） 

標本 KMPC-102418F、体長 98.6 mm、和歌山県 

潮岬沖、水深 120 m、2025年 4 月 11 日、釣り、大 

西 遼；KMPC-102422F、体長 113.3 mm、和歌山県 

潮岬沖、水深 130 m、2025年 4 月 12 日、釣り、大 

西 遼。 

 

アズマハナダイ Zalanthias azumanus (Jordan &  
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Richardson, 1910)（図 1H） 

標本 3 標本：KMPC-102406F、体長 84.7 mm、 

KMPC-102412F、体長 98.2 mm、KMPC-102413F、 

体長 99.4 mm、和歌山県潮岬沖、水深 120–130m、 

2025 年 3 月 18 日、釣り、大西 遼・佐久間夢実・ 

仁科実優；KMPC-102420F、体長 90.6 mm和歌山県 

潮岬沖、水深 130 m、2025年 4 月 11 日、釣り、大 

西 遼。 

 

アヤメイズハナダイ Plectranthias maekawa Wada,  

Senou & Motomura, 2018（図 2A） 

標本 KMPC-102430F、体長 71.6 mm、和歌山県 

図 1. 和歌山県潮岬沖から得られた魚類。A：ヒメ Hime japonica（KMPC-102432F、体長 176.5 mm）；B：

ヒオドシ Pontinus macrocephalus（KMPC-102401F、体長 220.2 mm）；C：アヤメカサゴ Sebastiscus 

albofasciatus（KMPC-102398F、体長 98.7 mm）；D：ルリハタ Aulacocephalus temminckii（KMPC-102407F、

体長 228.3 mm）；E：アカイサキ Caprodon schlegelii（KMPC-102426F、体長 229.1 mm）；F：バラハナダ

イ Odontanthias katayamai（KMPC-102397F、体長 95.4 mm）；G：イッテンサクラダイ Odontanthias 

unimaculatus（KMPC-102418F、体長 98.6 mm）；H：アズマハナダイ Zalanthias azumanus（KMPC-102406F、

体長 84.7 mm）。 
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潮岬沖、水深 120 m、2025年 4 月 12 日、釣り、 

中村公一。 

備考 本標本は、背鰭軟条数が 15、背鰭第 3 棘が 

最長であること、胸鰭条数が 14 で最上および最 

下部の 1 本を除き分岐すること、側線が完全で側 

線有孔鱗数が 29、側線上方横列鱗数が 3、側線下 

方横列鱗数が 12、前鰓蓋骨下縁に発達した 2 本の 

前向棘をもつこと、側線下方に橙赤色の 5 本の横 

帯をもつこと、側線下方に小黄色斑が散在するこ 

と、側線上方の体側鱗が赤橙色に縁どられること、 

および頬部の鱗の大部分が白色で赤橙色の縁取り 

をもたないことなどの特徴が Wada et al. (2018)と 

和田ほか（2020）の示したアヤメイズハナダイ 

P. maekawa の特徴と一致したため、本種に同定さ 

れた。 

本種は日本からのみ記録されており、国内では

トカラ列島（中之島、臥蛇島）、沖縄諸島（沖縄島）、

および八重山諸島（与那国島）から記録されていた

（Wada et al., 2018; 和田ほか，2020）。本研究によ

り新たに和歌山県潮岬沖から記録された。なお、こ

図 2. 和歌山県潮岬沖から得られた魚類。A：アヤメイズハナダイ Plectranthias maekawa（KMPC-102430F、

体長 71.6 mm）；B：キオビイズハナダイ Plectranthias sheni（KMPC-102405F、体長 111.3 mm）。 
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の記録は本種の本州初記録であり、分布の北限を

更新する記録となる。 

 

キオビイズハナダイ Plectranthias sheni Chen &  

Shao, 2002（図 2B） 

標本 KMPC-102405F、体長 111.3 mm、和歌山県 

潮岬沖、水深 130 m、2025年 3 月 18 日、釣り、 

佐久間夢実。 

備考 本標本は、背鰭軟条数が 18、背鰭第 3 棘が

最長であること、胸鰭軟条数が 13 で最上部の 1 本

図 3. 和歌山県潮岬沖から得られた魚類。A：サクラダイ Sacura margaritacea（KMPC-102423F、体長 115.4 

mm）；B：サクラダイ Sacura margaritacea（KMPC-102431F、体長 74.0 mm）；C：ホシヒメコダイ

Chelidoperca pleurospilus（KMPC-102404F、体長125.2 mm）；D：ゲッコウスズメダイChromis tingting（KMPC-

102433F、体長 89.1 mm）；E：キツネダイ Bodianus oxycephalus（KMPC-102427F、体長 140.0 mm）；F：ホ

シササノハベラ Pseudolabrus sieboldi（KMPC-102424F、体長 120.8 mm）；G：オキトラギス Parapercis 

multifasciata（KMPC-102435F、体長 118.9 mm）；H：ボロサクラダイ Odontanthias rhodopeplus（KMPC-

102367F、体長 152.9 mm）。 

 



 

マリンパビリオン 特別号 No. 17, 2026 

― 6 ― 

を除き分岐すること、側線が完全で側線有孔鱗数

が 31、側線上方横列鱗数が 4、側線下方横列鱗数

が 13、頬鱗列数が 5、体背部の黄色斑が側線下方

を大きく超えないこと、および体側中央部の黄色

斑が連続することなどの特徴が Chen and Shao 

(2002)と藤原ほか（2017，2019）の示したキオビイ

ズハナダイ P. sheni の特徴と一致したため、本種に

同定された。 

本種は日本と台湾から記録されており（Chen and 

Shao, 2002; 藤原ほか，2017）、国内では伊豆大島、

静岡県、草垣群島、鹿児島県本土、大隅諸島、およ

び琉球列島から記録されていた（藤原ほか，2017，

2019；桜井，2019；松本ほか，2022；饗場・遠藤，

2024b）。本研究により新たに和歌山県潮岬沖から

記録された。 

 

サクラダイ Sacura margaritacea (Hilgendorf, 1879) 

（図 3A, B） 

標本 2 標本：KMPC-102399F、体長 89.6 mm、 

KMPC-102400F、体長 89.1 mm、和歌山県潮岬沖、 

水深 120 m、2025 年 3 月 1日、釣り、大西 遼； 

KMPC-102423F、体長 115.4 mm、和歌山県潮岬沖、 

水深 130 m、2025 年 4 月 12日、釣り、大西 遼； 

KMPC-102431F、体長 74.0 mm、和歌山県潮岬沖、 

水深 120 m、2025 年 4 月 21日、釣り、金井一祥。 

 

ヒメコダイ科 Serranidae 

ホシヒメコダイ Chelidoperca pleurospilus (Günther,  

1880)（図 3C） 

標本 KMPC-102404F、体長 125.2 mm、和歌山県 

潮岬沖、水深 130 m、2025年 3 月 18 日、釣り、 

大西 遼。 

 

スズメダイ科 Pomacentridae 

ゲッコウスズメダイ Chromis tingting Tea, Gill &  

Senou, 2019（図 3D） 

標本 KMPC-102433F、体長 89.1 mm、和歌山県潮 

岬沖、水深 120 m、2025 年 3 月 1 日、釣り、三寺 

紘矢。 

 

ベラ科 Labridae 

キツネダイ Bodianus oxycephalus (Bleeker, 1862) 

（図 3E） 

標本 KMPC-102402F、体長 189.4 mm、和歌山県 

潮岬沖、水深 130 m、2025年 3 月 18 日、釣り、仁 

科実優；KMPC-102427F、体長 140.0 mm、和歌山 

県潮岬沖、水深 120 m、2025 年 4 月 12 日、釣り、 

大西 遼。 

 

ホシササノハベラ Pseudolabrus sieboldi Mabuchi &  

Nakabo, 1997（図 3F） 

標本 KMPC-102424F、体長 120.8 mm、和歌山県 

潮岬沖、水深 110 m、2025年 4 月 12 日、釣り、中 

村公一。 

トラギス科 Pinguipedidae 

オキトラギス Parapercis multifasciata Döderlein,  

1884（図 3G） 

標本 KMPC-102435F、体長 118.9 mm、和歌山県 

潮岬沖、水深 120 m、2025年 4 月 21 日、釣り、大 

西 遼。 

 

 2025 年の調査により和歌山県串本町の潮岬沖 

（水深 110–220m）から 16 種の魚類が確認された。 

このうち、アヤメイズハナダイおよびキオビイズ 

ハナダイは和歌山県初記録であった。さらにアヤ 

メイズハナダイは本州初記録であり、分布の北限 

を更新する記録となった。 

近年、本海域からはカマヒレウミヘビ 

Ophichthus tomioi McCosker, 2010、ハレギエソ 

Synodus lautus Furuhashi & Motomura, 2025、エンビ 

サクラダイ Odontanthias randalli White, 2011、ツキ

ヒハナダイ Symphysanodon typus Bleeker, 1877、ゲ

ッコウスズイダイ、ホムラトラギス Parapercis 

randalli Ho & Shao, 2010 などが新たに記録されて

いる（饗場・遠藤，2024a；深谷ほか，2024；松尾

ほか，2024；Furuhashi and Motomura, 2025; 日比野

ほか，2025；橘ほか，2025）。このうちハレギエソ

は新種として記載され、カマヒレウミヘビとエン

ビサクラダイは日本初記録種として報告されてい

る。また、本調査では採集されなかったが、過去に

は水族館での展示例が少ないボロサクラダイ

Odontanthias rhodopeplus (Günther, 1872)（KMPC-

102367F）なども得られている（図 3H）。今後も本

海域において継続的な調査を行うことで、和歌山

県串本沖の魚類相のさらなる実態解明が期待され

る。 
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